



























パ節転移陽性、リンパ管・脈管浸潤あり、断端陽性か近接をさす。通常分割照射群は全乳房 l 回 2.0Gy
X25 回=総線量 50.Gy (:t追加照射 2.0GyX5 回 = 10. OGy) 、寡分割照射群は全乳房 l 回 2.7GyX16 回
=総線量 43.2Gy (:t追加照射 2.7GyX3 回=8.1Gy) をそれぞれ照射した。有害事象は CTAE v4.0 で評
価した。
《結果》
通常分割照射 15 例と寡分割照射 15 例を比較した。 T 病期は、通常分割照射群で Tis 5例、 t1 7例、 t2
3 例、寡分割照射群で Tis 4 例、 t18 例、 t23 例で、あった。照射期間は、通常分割照射群で 3-48 日(平
均: 40 日)、寡分割照射群で 2-29 日(平均 26 日)で、あった。急 J性皮膚炎の出現頻度とその経過は、通
常分割照射群は照射期間中に 0度 4例・ l度 8例・2度 3例、 l週間後までに 0度 9例・ l度 5例・2度 1例、
2 週間後以降は 0 度 12 例・l度 2 例・2 度 1例で、あったo 寡分割照射群は照射期間中に 0 度 4 例・l度 1






寡分割照射の研究における本当のゴールは 5年後、 10 年後の長期治療効果と晩期における有害事象を考
察し、その有用性を証明することである。これからも研究を重ねていく必要があるが、寡黙分割照射が
アジア各国で標準治療になれば患者の負担をより減らすことができると期待される
回 1-
